
Osaka Metro Group

2026年度（2027年３月期）第１四半期決算

2026年８月５日



526 654 ▲128 (▲19.6%)

391 485 ▲94 (▲19.4%)

135 169 ▲34 (▲20.2%)

▲2 ▲2 ▲0

133 167 ▲34 (▲20.5%)

2 7 ▲5

2 6 ▲4

41 52 ▲11 (▲21.8%)

91 113 ▲22 (▲19.5%)

特別利益

特別損失

法人税等

親会社株主に帰属する

四半期純利益

経常利益

2026年度

1Q

2025年度

1Q
増減

営業費用

営業外損益

営業収益

営業利益

第１四半期は、前年度の万博需要および都市開発事業の不動産販売による反動減等により、
営業収益は128億円の減収、営業利益は34億円の減益。
万博需要がなかった2024年度比では、営業収益・営業利益・四半期純利益において増収増益。

１. 2026年度第１四半期 連結損益計算書（総括）

１

（単位：億円）



２. 2026年度第１四半期 営業収益･営業利益の増減要因

営業収益 営業利益
（単位：億円） （単位：億円）

654 169

２

2025年度
1Q

2026年度
1Q

2025年度
1Q

2026年度
1Q

鉄道・バスの
運輸収入の減

526 135

都市開発の
前年度の

不動産販売
による反動減等

その他
鉄道・バスの

運輸収入の減

減価
償却費
の減

委託費
（万博輸送・

保安員
警備等）

の減

都市開発の
反動減 他

▲47
▲69

▲13

▲47

▲12
+13

+11

営業収益は、鉄道・バスの運輸収入の減少および都市開発事業の不動産販売による
反動減等により減収。
営業利益は、万博対応に伴う委託費等の減少があったものの、営業収益の減少により減益。



営業収益 営業利益 営業収益 営業利益

526 135 654 169 ▲128 (▲19.6%) ▲34 (▲20.2%)

483 125 543 148 ▲60 (▲11.1%) ▲23 (▲15.5%)

鉄道事業 452 125 508 140 ▲56 (▲11.0%) ▲15 (▲11.0%)

バス事業 35 ▲0 51 8 ▲16 (▲31.3%) ▲8 (－)

セグメント内取引消去 ▲5 0 ▲16 － +12 (－) +0 (－)

34 5 33 2 +1 (+3.7%) +3 (+172.8%)

11 3 79 17 ▲69 (▲86.6%) ▲14 (▲84.6%)

13 2 14 3 ▲1 (▲7.6%) ▲1 (▲28.0%)

▲15 0 ▲15 ▲0 +1 (－) +0 (－)

2026年度

1Q

2025年度

1Q
増減

営業収益 営業利益

合計

交通事業

都市開発事業

広告事業

その他

マーケティング・
生活支援サービス事業

３. 2026年度第１四半期 セグメント別の状況（総括）

前年度の万博需要および都市開発事業の不動産販売による反動減等により、交通・都市開発・
広告事業は、減収減益。
マーケティング・生活支援サービス事業は、地下街の賃貸料収入の増加などにより、増収増益。

３

（単位：億円）

※ 「その他」には、グループ内受託事業およびセグメント間内部取引消去を含みます



2026年度 1Q 2025年度 1Q

483 543 ▲60 (▲11.1%)

125 148 ▲23 (▲15.5%)営業利益

増減

営業収益

前年度の万博需要の反動減により、減収減益となるものの、
万博需要がなかった2024年度比では、営業収益・営業利益ともに上回る水準を確保。

４-１. 交通事業の状況

４

（単位：億円） （単位：億円）営業収益 営業利益

2025年度
1Q

2026年度
1Q

2025年度
1Q

2026年度
1Q

543 148

（単位：億円）

483
▲44

▲3 ▲13

鉄道の
運輸収入

バスの
運輸収入

その他

▲60

+16
+11

+10 125

営業収益 人件費
・委託費

の減

減価償却費
の減

その他



▲10,422

(▲4.0%)

+1,588

(+1.3%)

+3,027

(+3.4%)

▲1,439

(▲4.3%)

▲12,010

(▲8.8%)

▲44

(▲9.4%)

▲0

(▲0.2%)

+2

(+2.1%)

▲3

(▲4.7%)

▲44

(▲14.6%)

運輸

収入

合計 426 471

定期券 115 112

定期外 257 301

マイスタイル 55 58

92,971 89,944

定期 170 170

定期外 125,057 137,067

マイスタイル 32,144 33,583

2026年度

1Q

2025年度

1Q
増減

乗車

人員

合計 250,172 260,594

定期 125,116 123,527

定期券

乗車人員は、前年同期から10百万人（▲4.0%）減少。
運輸収入は、乗車人員の減少に伴い、44億円（▲9.4%）減少。

４-１. 交通事業（鉄道）の乗車人員と運輸収入

5

（単位：千人、億円）



2026年度 1Q 2025年度 1Q

34 33 +1 (+3.7%)

5 2 +3 (+172.8%)

営業収益

営業利益

増減

４-２. マーケティング・生活支援サービス事業の状況

地下街の賃貸料収入の増加や駅ナカでの直営店舗の開業などにより、増収増益。
民間学童の２校目を開校するなど、駅周辺の利便性と快適性の向上を継続して推進。

6

2025年度
1Q

2026年度
1Q

営業収益（単位：億円）

（単位：億円）

33

駅ナカ、
駅ソト等

地下街

34+1 +1

２

５

+２

+２

（単位：億円） 営業利益

2025年度
1Q

2026年度
1Q

駅ナカ、
駅ソト等

地下街



2026年度 1Q 2025年度 1Q

11 79 ▲69 (▲86.6%)

3 17 ▲14 (▲84.6%)営業利益

増減

営業収益

7

４-３. 都市開発事業の状況

前年度下期に竣工した新規物件等が利益に貢献したものの、前年度の分譲マンション販売の
反動減により、減収減益。

（単位：億円） 営業収益

2025年度
1Q

2026年度
1Q

（単位：億円）

79 ▲69

+1 11

分譲マンション・
既存物件

新規物件

（単位：億円） 営業利益

2025年度
1Q

2026年度
1Q

17 ▲14

+1 3

分譲マンション・
既存物件

新規物件



2026年度 1Q 2025年度 1Q

13 14 ▲1 (▲7.6%)

2 3 ▲1 (▲28.0%)

営業収益

営業利益

増減

４-４. 広告事業の状況

代理店事業において、ハウスエージェンシーの受注増加などによる増収効果があったものの、
メディア事業における万博関連商品売上の反動減等により、減収減益。

（単位：億円） 営業収益

2025年度
1Q

2026年度
1Q

8

（単位：億円）

14
13

▲2
+1

メディア事業
（万博商品
の反動減）

代理店事業等

（単位：億円） 営業利益

2025年度
1Q

2026年度
1Q

3

2

▲1

▲0

代理店事業等
メディア事業
(万博商品
の反動減)



2026年度

1Q末
2025年度末 増減

10,280 10,373 ▲93 

流動資産 464 441 +23 

固定資産 9,816 9,932 ▲116 

3,859 4,012 ▲153 

流動負債 851 1,008 ▲157 

固定負債 3,008 3,004 +4 

6,421 6,361 +60 

現金及び

現金同等物
200 176 +25 

有利子負債 3,240 3,111 +130 

ネット有利子負債 3,040 2,935 +105 

6,341 6,282 +59 自己資本

純資産

コマーシャル・ペーパー　+130

現金及び預金　+30

投資　+39

減価償却費　▲122

負債

コマーシャル・ペーパー　+130

未払金　▲223

主な増減要因

資産

投資は、鉄道設備の更新やエレベーター設置などを中心に39億円実施。
有利子負債は、３月計上の投資の支払実行(未払金の減)等により130億円の増加。

５. 連結貸借対照表

9

（単位：億円）




	スライド 0
	スライド 1: １. 2026年度第１四半期　連結損益計算書（総括）
	スライド 2: ２. 2026年度第１四半期　営業収益･営業利益の増減要因
	スライド 3: ３. 2026年度第１四半期　セグメント別の状況（総括）
	スライド 4: ４-１. 交通事業の状況
	スライド 5: ４-１. 交通事業（鉄道）の乗車人員と運輸収入
	スライド 6: ４-２. マーケティング・生活支援サービス事業の状況
	スライド 7: ４-３. 都市開発事業の状況
	スライド 8: ４-４. 広告事業の状況
	スライド 9: ５. 連結貸借対照表
	スライド 10

